
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 博物館学芸講座（講演会） 

「近世譜代大名論」 を開催します 
 

 

関ヶ原合戦後、徳川家康は豊臣政権の打破と自らの支配体制の確立を目

指し、諸大名の配置転換を進めました。特に美濃の地は京畿・西国制圧の

ための前線として重視されており、新たに４名の家康家臣が入国しました。

彼らは一般的に「譜代大名」に分類されていますが、この「譜代」という概

念はどのように形成され、江戸時代の政治秩序にどのような特徴を有して

いったのでしょうか。近世初期政治史を専門とする三宅
みやけ

正浩
まさひろ

氏の講演を通

じて、その疑問点に迫ります。 
 

 

 

 

 

 

 

１ 日    時   令和５年２月５日（日） １３：３０～１５：００ 

２ 会    場    岐阜県博物館 けんぱくホール（関市小屋名１９８９） 

３ 講    師   京都大学文学研究科准教授 三宅正浩氏 

４ 参 加 費   無料 ※但し、博物館本館の展示を観覧される場合には、入館料（一般６００円・ 

大学生３００円・高校生以下無料）が必要です。 

５ 定    員   １２０人（要申込、定員になり次第締め切ります） 

６ 申込方法   （１）岐阜県博物館ホームページ（https://www.gifu-kenpaku.jp/）の申込フォーム 

（２）電話（０５７５－２８－３１１１（代）） 

受付開始は、令和５年１月５日（木）から。 

※電話受付は休館日を除く８：３０～１７：１５まで受付けます。 

＜休館日＞毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は、その翌平日） 

７ 問合せ先  岐阜県博物館（電話番号：０５７５－２８－３１１１（代）） 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更とする場合には、改めてお知らせします。 

令和５年１月４日（水）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 ﾏｲ･ﾐｭｰｼﾞｱﾑ係 南本有紀 

代表  0575-28-3111 

内線  306 

FAX    0575-28-3110 

松平忠明像 

（妙心寺塔頭天祥院蔵） 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

中濃記者会同時配布資料 

岐阜県博物館 検索 


